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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・5/7（木）5/8（金）午後より、東病棟スタッフ織田拓弥、成田春佳のローテーション研修実施予定。
＜青明舎利用者様情報＞

・大久保　恒夫様～4/28（火）定期訪問実施。体調は変わらずにいると話している。

・高柳　和子　様～4/29（水）定期訪問実施。体調について尋ねると、23日木曜日にデイケアを利用した際、前日あまり眠れなかったこともあって人混みに酔って気分が酷く落ち込んだ、昼食後に頓服薬のリスパダールを服薬したとのこと。デイケアのスタッフへは報告しなかったと話している。また27日には眠剤を使用し19時には消灯され、目覚まし時計の鳴る朝7時まで眠れたとのこと。今週はセリアやラピア、サンデーへ買い物に出掛けてきたと話しており、ボイラーについては「昨日大家さんから電話があって、部品が入り次第工事をしてくれるみたい。遅いと連休明けになっちゃうらしいけど」と話している。

・清水　秋男　様～5/2（土）定期訪問実施。本人は半袖を着用しているが、寒くないとのこと。足(大腿骨あたり)の痛みを聞くと、飲み薬に替えてから痛みがなくなったと話している。
・前野　義勝　様～5/3（日）定期訪問実施。体調変わらず、不調の訴えは聞かれてない。
・我満　奈津紀様～部屋は、衣類や書類、雑誌や食料等が散乱しており、こたつの上は拭き掃除をしている所としていない所がはっきり分かるような状態で、していない所は埃が溜まっている。少しずつ体が動くようになってきており、洗濯や食器洗いは出来るようになったと話す。ヘルパーが利用できるようになったら、部屋の掃除の仕方や片付け方を一緒にやりたいと希望。台所は見られたくないと話している。

・中居　美津子様～5/3（日）定期訪問実施。玄関を上がったすぐのところに猫がおしっこをするらしく、おしっこシートが設置してあるが、使用済みのシートをレジ袋に入れたものが何個も置いてあり尿臭がある状態。本人にどのくらいの頻度で片付けているか聞くと「気が向いたとき」とのこと。気候も良くなり臭いがきつくなってくるので、ごみの収集日に出すよう促している。猫の事は姉に反対されていると話すが、あまり気にしていない様子。昨日は部屋を片付けようと思っていたが、膝痛と腰痛があり何もできなかったとのこと。膝痛に関しては、月1回服用する薬（骨を強くするカルシウム剤とのこと）は1日に飲むと決めて飲んでいるとのこと。連休はナイトケアを休んで部屋の片づけや衣類の交換を行う予定と話している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・平　康子　様　～5/2（土）の訪問時部屋の掃除や、シーツ交換、洗濯を促しており、世話人の指示の元、掃除洗濯を行なっている。押入れの片付けは拒否｡15：30再度訪問した時には、洗濯した物は取り込まれているが、約束した分の洗濯物は行われていない為、再度一緒に行っている。本日訪問時に、部屋内で日付の書かれていない薬袋を確認している｡

・種本　サハ　様～5/3の訪問時、タンスの中の衣類を全部出している。青陽館利用時に「洋服が臭いよと言われましたから、しまっている物、全部に匂いが付いているかも知れないから洗濯します」とのこと。臭いと言われたことを気にしている様子で、汚れのある物と洗濯済みの物は分けたほうが良いことを伝えると「そう思ってました」と言いながら仕分けをしている。あまり無理をしないようにと声を掛けている。4/28、PM20:00あおぞらの住人で『火曜コンサートホール』鑑賞会をする際に飲み物（ジュース）を皆で分け合うことに反対し、言い争いとなりもめたとのこと。この時、髪の毛を引っ張る等の粗暴行為が見られている。その後、入居者間での飲食の持ち寄りはしない事、協力しあい生活することを提案し皆で話し合い了承されている。
＜利用者様情報＞

・根地戸　恵　様～｢なんか不安なんだよ…｣｢いつもと違う感じがする｣等と訴えており、面談を実施。｢他の人から、変に思われている気がして｣｢早く帰ろうかな｣等と不安を訴えており、傾聴。これまで定時まで利用することが出来ていたことを評価し、今後ステップアップを考えているのであれば、帰宅するのではなく、不安解消法を見つけて実践していかなければならないことを伝え、本人も了解。状況を振り返り、不安を軽減させる為にどんな行動をすると良いか本人と検討。以後は職員と一緒に過ごすことで不安を解消し、定時まで利用することが出来ている。

・野月　利章　様～以前相談していた施設入所の件について、本人と面談を実施。本人としては、｢施設には、やっぱり入所したくないな｣｢家で生活したい｣と希望を話している。自宅での生活を続ける為には、家族との関係性を改善しなければならないこと、自分の行動（衝動行為）についても自制が出来なければいけないことを振り返る。しかし、母親が本人へ直してほしいと感じているところは何か聞いても、｢分からない｣｢仕事すれば良いのかな｣等と的外れな返答が目立ち、家族の意図することを理解することが出来ない。再度木曜日に面談し、振り返りを実施することとしている。

・馬渡　武光　様～青風荘より情報提供あり。昨日から今朝にかけて、ゴミ箱漁りをしている場面が見られており、スタッフより注意を受けている。デイナイトでは、ゴミ漁りしている様子は見られず、他者のカラオケを聞いて穏やかに過ごされている。

・倉石　ヨシエ様～来所時、表情さえない様子でテーブルに伏している。スタッフより右踝疼痛について聞くと「うん痛い」と話している。右足浮腫軽減のため、右足を椅子にのせ経過。今後も下肢状態の確認を行っていく。

・板橋　利美　様～来所時は、不機嫌さなくスタッフの話し掛けにも穏やかに応じており、昼食は全量摂取されている。

＜外来情報＞

・特記なし。

カンファレンスシート（松村　勉　様）　

実施日：H27年5月4日（月）13：30～14：00

担当チーム：鳥谷部・油津・會津

参加者：油津　會津　川井　馬場

検討内容　目標の再検討

	氏名
	松村　勉　様
	性別
	男
	年齢
	59
	生年月日
	S30.6.20

	主病名
	統合失調症
	合併症
	肝機能障害、脂質代謝異常症

	治療方針（医師の指示）
	・病識を身につける　　　　　・身体機能の維持・向上

・社会資源の利用　　　　　　・対人関係の改善

・作業能力・持続性の向上

	本人希望
	単身生活を続ける。

	家族希望
	単身生活とデイケア利用の継続。

	入院歴
	計　5  回（最終：平成20年12月2日～平成21年1月 八戸赤十字病院）

	通所歴
	2回目

※  前回：不明（湊病院デイケア）
※　今回：平成23年6月20日～現在　　（週2回/月･金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎、訪問看護、八戸赤十字病院外来受診(隔週月曜日)

	住居：アパート暮らし


	家族構成

　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　　　　　　　　　


　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　 

　　　

	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　1級
	障害基礎年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①単身生活維持の為に病状悪化に気付く。


	①言動から病状悪化に気付く。　


	①デイケア利用する事で生活リズムを整える。スタッフへ生活・服薬状況を報告する。


	①遅刻せず定時に来所し、生活リズムを整える。遅刻しないように普段よりも早い時間に起床する。遅刻する原因と対策をスタッフと具体的に話し合う。生活や服薬状況を確認する。

	
	②他者との関わり方について学ぶ。


	②他者へ接する態度が適しているのか、本人自らスタッフへ尋ねる。
	②-1イライラすることなく、他者と交流できるようになる。イライラの有無を確認し、聞かれた場合は対処方法を伝えてイライラの解消を図る。

	
	
	
	②-2他者と物のやり取りは行わないようにする。物のやり取りがある場合は、スタッフと振り返りを行う。

	②体重減少する。
	③68kgまで体重を減らす。
	③体重減少に向けて、自炊のメニューや食材の量についてスタッフに相談する。
	③食事摂取量や自炊内容に注意し、運動プログラムにも積極的に参加することで体重を減量する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①デイケア利用する事で生活リズムを整える。スタッフへ生活・服薬状況を報告する。


	・病状は安定しており、服薬も欠かさず行っているとのこと。

・生活上困っていることや不安について「なんとか大丈夫です」と話している。

・通所日は必ず遅刻しており、理由は、朝起きた時に血圧が高く、落ち着いてから行動するため、行動するのに時間がかかってしまうと話している。

・夜はずっとテレビを見てしまい就寝時間が遅くなるとのこと。気になるテレビ番組は録画すること、普段よりも早く起床することを促しているが、依然として遅刻はみられている。
	服薬安定して行うことが出来ている。依然として遅刻が見られる為、引き続き理由を確認し対処法を考え、関わっていく。

	②他者へ接する態度が適しているのか、本人自らスタッフへ尋ねる。
	・仲の良い利用者様と適度に交流を持っている様子。本人から不満やイライラ感についての訴えはない。

・最近、他利用者に飴を配っている様子がみられている。物のやり取りは好ましくないこと、トラブルになる危険性があることを伝えているが、改善されない。

・他者交流においてトラブルはない。
	他者との交流に関して本人から不満やイライラ感の訴えなく穏やかに過ごしている。他者とのトラブルも見られない。飴を配るといった物のやり取りに目を配りつつ、訴えがあった時には傾聴していく。

	③体重減少に向けて、自炊のメニューや食材の量についてスタッフに相談する。
	・4月体重84kg。BMI31.62。

・食事については考えながら食べているが、作りすぎてしまい、つい食べ過ぎることが多いと話している。量に注意しながら調理するように伝えているが、行動に変化はない。

・運動に関しては、少しずれて動いているが、出来る範囲で大きく身体を動かし、最後まで取り組んでいる。
	体重のみに着目するのではなく、血圧の高さにも目を向け血圧も正常値に近づくようにしていく。体重・食生活だけでなく間食の状況も詳しく確認していく。運動に関しては、エアロビのような激しい物ではなく散歩等の軽い運動に取り組み減量を目指していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①単身生活維持の為に病状悪化に気付く。


	①血圧を安定させる。


	①体重減少・血圧を正常値に近づけるため、自炊のメニューや食材の量・間食についてスタッフに相談する。出来る範囲内で運動プログラムに参加していく。
	①食事摂取量や自炊内容・間食に注意し、運動プログラムにも積極的に参加することで体重を減量する。スタッフはカロリーの少ないメニューを一緒に考え、実践できるようさぽーとしていく。

	②体重減少する。
	②体重のみではなく、体調管理

　を行えるようになる。
	②デイケア利用する事で生活リズムを整える。スタッフへ生活・服薬状況を報告する。
	②遅刻せず定時に来所し、生活リズムを整える。遅刻しないように普段よりも早い時間に起床する。遅刻する原因と対策をスタッフと具体的に話し合う。生活や服薬状況を確認する。


